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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
画素に対応した複数の表示セルを備えた表示パネルを、入力映像信号に対応した画素デー
タに応じて前記表示セルを点灯モード又は消灯モードの内のいずれか一方の状態に設定す
るアドレス行程と前記点灯モードに設定されている前記表示セルのみを予め割り当てられ
ている発光期間に亘り発光させるサスティン行程とを含むサブフィールドのＮ個（Ｎは２
以上の整数）からなるフィールド毎に駆動することにより階調表示を行う輝度表示パネル
の駆動方法であって、
　前記フィールドの各々内において、連続して配置されたＭ個（２≦Ｍ≦Ｎ／２）の前記
サブフィールド毎にサブフィールド群を構成し、
　前記Ｎ個のサブフィールド各々に割り当てられている前記発光期間が夫々異なり、前記
Ｎ個のサブフィールド各々がその発光期間の大きさ順に１つずつ前記サブフィールド群の
各々に振り分けられており、
　前記サブフィールド群の各々内では、前記発光期間の割り当てが大なる順又は小なる順
に前記サブフィールドが配置されており、Ｍ個の前記サブフィールドの内の１のサブフィ
ールドの前記アドレス行程においてのみで前記表示セルの状態を前記点灯モードから前記
消灯モード、又は前記消灯モードから前記点灯モードへ変更すべき設定が為されることを
特徴とする表示パネルの駆動方法。
【請求項２】
互いに隣接する階調間において、前記点灯モード又は前記消灯モードのいずれか一方の状
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態に設定されている前記表示セルの状態が反転している各サブフィールド群内でのサブフ
ィールドの個数が各サブフィールド群における総サブフィールド数よりも少ないことを特
徴とする請求項１記載の表示パネルの駆動方法。
【請求項３】
前記Ｎが９、前記Ｍが３であり、前記フィールド内の前記サブフィールド各々を発光期間
順に第１～第９サブフィールドとし、前記フィールド内の前記サブフィールド群各々を第
１～第３サブフィールド群とした場合、
　前記第１サブフィールド群は、前記第１サブフィールド、前記第４サブフィールド及び
前記第９サブフィールドの連続配置からなり、
　前記第２サブフィールド群は、前記第２サブフィールド、前記第５サブフィールド及び
前記第８サブフィールドの連続配置からなり、
　前記第３サブフィールド群は、前記第３サブフィールド、前記第６サブフィールド及び
前記第７サブフィールドの連続配置からなることを特徴とする請求項１記載の表示パネル
の駆動方法。
【請求項４】
前記Ｎが１２、前記Ｍが４であり、前記フィールド内の前記サブフィールド各々を発光期
間順に第１～第１２サブフィールドとし、前記フィールド内の前記サブフィールド群各々
を第１～第４サブフィールド群とした場合、
　前記第１サブフィールド群は、前記第１サブフィールド、前記第６サブフィールド及び
前記第１２サブフィールドの連続配置からなり、
　前記第２サブフィールド群は、前記第３サブフィールド、前記第５サブフィールド及び
前記第１１サブフィールドの連続配置からなり、
　前記第３サブフィールド群は、前記第２サブフィールド、前記第８サブフィールド及び
前記第１０サブフィールドの連続配置からなり、
　前記第４サブフィールド群は、前記第４サブフィールド、前記第７サブフィールド及び
前記第９サブフィールドの連続配置からなることを特徴とする請求項１記載の表示パネル
の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示パネルの駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、大型で薄型のカラー表示パネルとしてプラズマディスプレイパネルを搭載したプ
ラズマディスプレイ装置が製品化されている。
【０００３】
　図１は、かかるプラズマディスプレイ装置の概略構成を示す図である。
【０００４】
　図１において、プラズマディスプレイパネルとしてのＰＤＰ１０には、ｍ個の帯状の列
電極Ｄ1～Ｄmと、これら列電極各々と交叉して配列された夫々ｎ個の帯状の行電極Ｘ1～
Ｘn及び行電極Ｙ1～Ｙnを備えている。列電極Ｄと、行電極Ｘ及びＹとの間には、放電ガ
スが封入されている放電空間が形成されている。この際、互いに隣接する一対の行電極（
Ｘi、Ｙi)からなる行電極対が、ＰＤＰ１０における各表示ラインに対応した表示電極と
なる。そして、この放電空間を含む各行電極対と列電極との各交差部に、画素を担う放電
セルが形成される構造となっている。
【０００５】
　この際、各放電セルは、放電現象を利用して発光を行うものである為、所定の輝度で発
光する"点灯状態"と、"消灯状態"の２つの状態しかもたない。つまり、２階調分の輝度し
か表現出来ないのである。そこで、駆動装置１００は、このような放電セルを備えたＰＤ
Ｐ１０に対して、入力された映像信号に対応した中間調の輝度表示を実現させるべく、サ
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ブフィールド法を用いた階調駆動を実施する。
【０００６】
　図２は、かかるサブフィールド法に基づく１フィールド期間内での発光駆動シーケンス
の一例を示す図である（例えば、特許文献１の図３参照）。
【０００７】
　かかる発光駆動シーケンスでは、１フィールドの表示期間を、１４個のサブフィールド
ＳＦ１～ＳＦ１４に分割してＰＤＰ１０に対する駆動を行う。各サブフィールド内では、
ＰＤＰ１０の各放電セルに対して画素データの書き込みを行って発光セル及び非発光セル
の設定を行う画素データ書込行程Ｗｃと、上記発光セルのみを発光維持させる維持発光行
程Ｉｃとを実施する。又、先頭のサブフィールドＳＦ１のみで、ＰＤＰ１０の全放電セル
を初期化せしめる一斉リセット行程Ｒｃを実行し、最後尾のサブフィールドＳＦ１４のみ
で、消去行程Ｅを実行する。
【０００８】
　図３は、かかる発光駆動シーケンスに従って駆動装置１００がＰＤＰ１０の列電極Ｄ1

～Ｄm、行電極Ｘ1～Ｘn及びＹ1～Ｙnに印加する各種駆動パルスの印加タイミングを示す
図である（例えば、特許文献１の図４参照）。
【０００９】
　先ず、一斉リセット行程Ｒｃでは、行電極Ｘ1～Ｘn及びＹ1～Ｙn各々にリセットパルス
ＲＰx及びＲＰYが同時に印加される。これらリセットパルスＲＰx及びＲＰYの印加により
、ＰＤＰ１０中の全ての放電セルがリセット放電し、各放電セル内には一様に所定量の壁
電荷が形成される。これにより、ＰＤＰ１０における全ての放電セルは、後述する維持発
光行程Ｉｃにおいて放電発光が可能な発光セルに初期化される。
【００１０】
　次に、各画素データ書込行程Ｗｃでは、入力映像信号に対応したパルス電圧を有する各
画素毎の画素データパルスを１表示ライン分ずつ順次列電極Ｄ1～Ｄmに印加して行く。つ
まり、第１表示ライン～第ｎ表示ライン各々に対応した、夫々ｍ個の画素データパルスか
らなる画素データパルス群ＤＰを図３に示す如く順次列電極Ｄ1～Ｄmに印加して行くので
ある。更に、各画素データパルス群ＤＰの印加タイミングと同一タイミングにて、図３に
示されるが如き走査パルスＳＰを発生してこれを行電極Ｙ1～Ｙnへと順次印加して行く。
この際、走査パルスＳＰが印加された行電極対（Ｘ、Ｙ）と、高電圧の画素データパルス
が印加された列電極Ｄとの交叉部の放電セルにのみ放電（選択消去放電）が生じ、その放
電セル内に残存していた壁電荷が選択的に消去される。かかる選択消去放電により、上記
一斉リセット行程Ｒｃにて発光セルの状態に初期化された放電セルは、非発光セルに推移
する。尚、高電圧の画素データパルスが印加されなかった放電セルには放電が生起されず
、上記一斉リセット行程Ｒｃにて初期化された状態、つまり発光セルの状態が維持される
。
【００１１】
　すなわち、画素データ書込行程Ｗｃの実行により、各放電セルが画素データに応じて、
下記の維持発光行程Ｉｃにおいて放電発光が可能な発光セル、又は消灯状態となる非発光
セルの内の一方に設定されるのである。
【００１２】
　各維持発光行程Ｉｃでは、行電極Ｘ1～Ｘn及びＹ1～Ｙnに対して図３に示されるように
交互に維持パルスＩＰX及びＩＰYが印加される。この際、上記画素データ書込行程Ｗｃに
よって発光セルに設定された放電セルのみが維持パルスＩＰX及びＩＰYが印加される度に
放電し、その放電に伴う発光状態を維持する。尚、かかる維持発光行程Ｉｃにおいて実施
される放電発光の回数は、図２に示されるように各サブフィールド毎に異なる。
【００１３】
　図４は、図２に示されるが如き発光駆動シーケンスに従って実施される発光駆動パター
ンを示す図である。
【００１４】
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　図４に示す駆動では、サブフィールドＳＦ１～ＳＦ１４の内の１つのサブフィールドの
画素データ書込行程Ｗｃにおいてのみで、各放電セルに対して選択消去放電を生起させる
(黒丸にて示す)。すなわち、駆動装置１００は、各画素に対応した放電セルに対し、サブ
フィールドＳＦ１～ＳＦ１４の内の１のサブフィールドの画素データ書込行程Ｗｃにおい
てのみで高電圧の画素データパルスを印加し、他のサブフィールド各々の画素データ書込
行程Ｗｃでは低電圧の画素データパルスを印加するのである。尚、画素データによって表
される輝度レベルに基づき、いずれのサブフィールドの画素データ書込行程Ｗｃで高電圧
の画素データパルスを印加すべきかが決定される。かかる動作により、各放電セルは、１
フィールド期間内において上記選択消去放電が為されるまでの間、発光セルとなり、その
間に存在するサブフィールド各々の維持発光行程Ｉｃにおいて放電発光を行う。この際、
１フィールド表示期間内の各維持発光行程Ｉｃにおいて生起された放電に伴う発光の合計
回数に応じた輝度が視覚されることになる。
【００１５】
　従って、図４に示す如き１５通りの発光駆動パターンによると、夫々視覚時における輝
度レベルが異なる１５階調分の中間輝度が表現できることになる。
【００１６】
　かかる駆動方法によると、１フィールド期間内において、一度、消灯状態となった放電
セルが点灯状態に復帰することが無いので動画疑似輪郭を抑制できる。ところが、表現可
能な階調数が［各フィールドを分割するサブフィールド数＋１］に過ぎないので、入力映
像信号によって表現される中間輝度を全て表現することが出来ない。そこで、上記駆動方
法によってＰＤＰを階調駆動する際には、誤差拡散処理、ディザ処理等の多階調化処理を
組み合わせて実行するようにしている。
【００１７】
　しかしながら、このような多階調化処理によって階調数を増加させるほど、表示画像中
のノイズが増大するという問題があった。
【特許文献１】特開２０００－２３１３６２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　本発明は、かかる問題を解決すべく為されたものであり、動画疑似輪郭を抑制しつつ表
示画像中のノイズを低減させて高品質な表示を行うことができる表示パネルの駆動方法を
提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　請求項１記載による表示パネルの駆動方法は、画素に対応した複数の表示セルを備えた
表示パネルを、入力映像信号に対応した画素データに応じて前記表示セルを点灯モード又
は消灯モードの内のいずれか一方の状態に設定するアドレス行程と前記点灯モードに設定
されている前記表示セルのみを予め割り当てられている発光期間に亘り発光させるサステ
ィン行程とを含むサブフィールドのＮ個（Ｎは２以上の整数）からなるフィールド毎に駆
動することにより階調表示を行う輝度表示パネルの駆動方法であって、前記フィールドの
各々内において、連続して配置されたＭ個（２≦Ｍ≦Ｎ／２）の前記サブフィールド毎に
サブフィールド群を構成し、前記Ｎ個のサブフィールド各々に割り当てられている前記発
光期間が夫々異なり、前記Ｎ個のサブフィールド各々がその発光期間の大きさ順に１つず
つ前記サブフィールド群の各々に振り分けられており、前記サブフィールド群の各々内で
は、前記発光期間の割り当てが大なる順又は小なる順に前記サブフィールドが配置されて
おり、Ｍ個の前記サブフィールドの内の１のサブフィールドの前記アドレス行程において
のみで前記表示セルの状態を前記点灯モードから前記消灯モード、又は前記消灯モードか
ら前記点灯モードへ変更すべき設定が為される。
【発明の効果】
【００２０】
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　本発明によれば、動画疑似輪郭を抑制しつつも表示画像中のノイズを低減させた高品質
な階調表示を行うことが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　連続して配置されたＭ個のサブフィールドからなるサブフィールド群毎にフィールド内
を区分けした際のサブフィールド群各々内において、サスティン行程での発光期間の割り
当てが大なる順又は小なる順にサブフィールドを配置する。更に、１のサブフィールド群
に属するサブフィールド各々に割り当てられている発光期間の合計期間と、他のサブフィ
ールド群に属するサブフィールド各々に割り当てられている発光期間の合計期間とが略同
一となるように各サブフィールドを配置する。そして、サブフィールド群の各々では、Ｍ
個の上記サブフィールド各々の内の１のサブフィールドのアドレス行程においてのみで、
表示セルの状態（点灯モード又は消灯モード）を変更すべき設定を行う。
【実施例１】
【００２２】
　図５は、本発明による駆動方法に基づいてプラズマディスプレイパネルを発光駆動する
プラズマディスプレイ装置の概略構成を示す図である。
【００２３】
　かかるプラズマディスプレイ装置は、アドレスドライバ２０、Ｙ電極ドライバ３０、Ｘ
電極ドライバ４０及び駆動制御回路５０からなるパネル駆動部と、プラズマディスプレイ
パネルとしてのＰＤＰ１０とから構成される。
【００２４】
　ＰＤＰ１０は、ｍ個の帯状の列電極Ｄ1～Ｄmと、これら列電極各々と交叉して配列され
た夫々ｎ個の帯状の行電極Ｘ1～Ｘn及び行電極Ｙ1～Ｙnを備えている。アドレス電極とし
ての列電極Ｄと、行電極Ｘ及びＹとの間には、放電ガスの封入された放電空間が形成され
ている。ＰＤＰ１０では、互いに隣接する一対の行電極（Ｘi、Ｙi)からなる行電極対が
各表示ラインに対応した表示電極となる。そして、この放電空間を含む行電極対と列電極
との各交差部に、画素を担う放電セルが形成される構造となっている。
【００２５】
　駆動制御回路５０は、入力映像信号を各画素毎の画素データに変換し、この画素データ
に基づき各サブフィールドのアドレス行程Ｗ（後述する）で各放電セルを点灯モード又は
消灯モードのいずれに設定するのかを指定する画素駆動データをアドレスドライバ２０に
供給する。更に、駆動制御回路５０は、図６に示す如き発光駆動シーケンスに従って各種
タイミング信号を生成し、Ｙ電極ドライバ３０及びＸ電極ドライバ４０各々に供給する。
アドレスドライバ２０、Ｙ電極ドライバ３０及びＸ電極ドライバ４０各々は、以下に示す
発光駆動シーケンスに従って、各種動作（後述する）を実現すべき各種駆動パルスをＰＤ
Ｐ１０の列電極Ｄ、行電極Ｘ及びＹに印加する。
【００２６】
　図６は、本発明の実施例１による発光駆動シーケンスを示す図である。
【００２７】
　図６に示す発光駆動シーケンスでは、各フィールドを構成する９個のサブフィールドＳ
Ｆ１～ＳＦ９各々において、アドレス行程Ｗ及びサスティン行程Ｉを夫々実行する。かか
るアドレス行程Ｗにおいて、上記パネル駆動部は、ＰＤＰ１０の各放電セルに対して上記
画素駆動データに応じて選択的に書込アドレス放電を生起させる。この際、書込アドレス
放電の生起された放電セル内には所望量の壁電荷が形成され、この放電セルは後述するサ
スティン行程Ｉにおいて放電発光が可能となる点灯モードに設定される。一方、書込アド
レス放電の生起されなかった放電セルは、その直前までの状態（点灯モード又は消灯モー
ド）を維持する。つまり、アドレス行程Ｗによれば、各放電セルは、上記画素駆動データ
に応じて点灯モード又は消灯モードのいずれか一方に設定されるのである。又、各サステ
ィン行程Ｉにおいて上記パネル駆動部は、このサスティン行程Ｉが属するサブフィールド
ＳＦに予め割り当てられている期間だけ上記点灯モードに設定されている放電セルのみを
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繰り返しサスティン放電発光させる。この際、サブフィールドＳＦ１～ＳＦ９各々のサス
ティン行程Ｉに割り当てられている放電発光期間の比は、図６に示すように、
        ＳＦ１：２８
        ＳＦ２：４２
        ＳＦ３：６３
        ＳＦ４：８６
        ＳＦ５：１１０
        ＳＦ６：１３４
        ＳＦ７：１６０
        ＳＦ８：１８６
        ＳＦ９：２１４
　である。
【００２８】
　図６に示す発光駆動シーケンスでは、各フィールド内において、サブフィールドＳＦ１
～ＳＦ９の各々を下記の如き順に実行するようにしている。
【００２９】
        ＳＦ７
        ＳＦ６
        ＳＦ３
        ＳＦ８
        ＳＦ５
        ＳＦ２
        ＳＦ９
        ＳＦ４
        ＳＦ１
　ここで、サブフィールドＳＦ７、ＳＦ６及びＳＦ３が第１のサブフィールド群ＳＦＧ１
を形成し、ＳＦ８、ＳＦ５及びＳＦ２が第２のサブフィールド群ＳＦＧ２を形成し、ＳＦ
９、ＳＦ４及びＳＦ１が第３のサブフィールド群ＳＦＧ３を形成する。この際、サブフィ
ールド群ＳＦＧ１～ＳＦＧ３各々内のサスティン行程Ｉにて生起されるサスティン放電発
光の合計期間は、
        ＳＦＧ１：３５７（＝１６０＋１３４＋６３）
        ＳＦＧ２：３３８（＝１８６＋１１０＋４２）
        ＳＦＧ３：３２８（＝２１４＋８６＋２８）
　である。
【００３０】
　つまり、１フィールドにおける先頭期間（ＳＦＧ１）でのサスティン放電の合計期間と
、中間期間（ＳＦＧ２）でのサスティン放電の合計期間と、終了期間（ＳＦＧ３）でのサ
スティン放電の合計期間との間に大幅な差異が生じないように、ＳＦＧ１～ＳＦＧ３各々
に３つのサブフィールドＳＦを割り当てたのである。更に、これらＳＦＧ１～ＳＦＧ３各
々内では、図６に示すように、サスティン行程Ｉに割り当てられている放電発光期間が多
い順にサブフィールドを配置するようにしている。
【００３１】
　そして、図６に示す発光駆動シーケンスにおいては、サブフィールド群ＳＦＧ１～ＳＦ
Ｇ３各々の先頭のサブフィールド、つまり、ＳＦ７、ＳＦ８及びＳＦ９各々において、ア
ドレス行程Ｗに先立ち、リセット行程Ｒを実行する。パネル駆動部は、かかるリセット行
程Ｒにおいて全ての放電セルをリセット放電せしめ、各放電セルを消灯モードに初期化す
る。
【００３２】
　図７は、図６に示す発光駆動シーケンスに基づく発光駆動パターンを示す図である。
【００３３】
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　尚、図７において、白丸印の付されているサブフィールドＳＦでは、放電セルが点灯モ
ードに設定され、このサブフィールドＳＦのサスティン行程Ｉにてサスティン放電に伴う
発光が為されることを示している。例えば、図７に示す第５階調駆動によれば、サブフィ
ールドＳＦ１～ＳＦ９の内のＳＦ３、ＳＦ２及びＳＦ１各々のサスティン行程Ｉにて、夫
々のサブフィールドに対応した期間だけサスティン放電に伴う発光が繰り返し為される。
この際、ＳＦ３では６３回、ＳＦ２では４２回、ＳＦ１では２５回分のサスティン放電が
夫々為され、これらの合計期間「１３３」に対応した輝度が視覚されることになる。
【００３４】
　従って、図７に示す如き第１～第３０階調駆動によれば、「０」、「２８」、「７０」
、「１１４」、「１３３」、「１５６」、「１８０」、「２１９」、「２４３」、「２６
６」、「２６７」、「３２８」、「３２９」、「３５３」、「３７０」、「３７７」、「
４５２」、「４６３」、「４８０」、「５１５」、「５４３」、「６２３」、「６４９」
、「６６６」、「６７７」、「７２９」、「８０９」、「８３７」、「８６３」、「１０
２３」なる３０階調分の中間輝度表現が為される。
【００３５】
　ここで、図６に示す駆動によれば、放電セルを点灯モードから消灯モードに変更するこ
とが可能な機会は、サブフィールド群ＳＦＧ１～ＳＦＧ３各々内の先頭のサブフィールド
ＳＦ７、ＳＦ８、及びＳＦ９のリセット行程Ｒだけである。従って、各サブフィールド群
ＳＦＧ内では、３つのサブフィールドの内のいずれか１のアドレス行程Ｗにおいて放電セ
ルが点灯モードに設定されると、それ以降、このサブフィールド群ＳＦＧ内の最終サブフ
ィールドまで点灯モードが維持される。従って、図７の白丸印にて示すように、連続して
サスティン放電に伴う発光が為されることになる。
【００３６】
　この際、図７に示す如く、互いに隣接する階調間において放電セルの状態（点灯モード
又は消灯モード）が反転する個数は、サブフィールドＳＦ１～ＳＦ９内において最大で５
個（例えば、第１１階調及び第１２階調間）、つまり６個より少ない。よって、互いに隣
接する階調間において、全てのサブフィールドＳＦ１～ＳＦ９にて放電セルの状態が反転
する（つまり、反転の個数が９個となる）発光駆動パターンを有する駆動方法に比して動
画疑似輪郭を抑制することができる。
【００３７】
　更に、図６及び図７に示す駆動では、サブフィールド群ＳＦＧ１～ＳＦＧ３各々内での
サスティン放電の合計期間を略同一にしてある。よって、１フィールド表示期間を３分割
した際の先頭期間（ＳＦＧ１）、中間期間（ＳＦＧ２）、終了期間（ＳＦＧ３）各々での
視覚輝度が略均一となるので、フリッカを抑制した良好な画像表示が為されるようになる
。
【００３８】
　以上の如く、図６及び図７に示される駆動によれば、フリッカ及び動画疑似輪郭を抑制
しつつも、９個のサブフィールドで３０階調分の中間輝度表示が為されるようになる。よ
って、動画疑似輪郭を抑制すべくＮ個のサブフィールドで（Ｎ＋１）階調の中間輝度表示
を行うようにした、図２及び図４に示す如き駆動方法を採用した場合に比して、輝度階調
数を増やすことが可能となる。従って、誤差拡散処理、ディザ処理等の多階調化処理によ
る階調増加数を低く抑えることが可能となるので、その分だけ表示画像中のノイズが抑制
される。
【００３９】
　尚、上記実施例においては、９個のサブフィールドＳＦ１～ＳＦ９を３つのサブフィー
ルド群ＳＦＧ１～ＳＦＧ３にグループ化して３０階調駆動を行う場合の動作を示したが、
これに限定されるものではない。
【実施例２】
【００４０】
　図８は、本発明の実施例２による発光駆動シーケンスを示す図である。
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【００４１】
　図８に示す発光駆動シーケンスでは、１フィールドを構成する１２個のサブフィールド
ＳＦ１～ＳＦ１２各々において、アドレス行程Ｗ及びサスティン行程Ｉを夫々実行する。
この際、アドレス行程Ｗ及びサスティン行程Ｉ各々での動作は、図６及び図７に示される
ものと同一である。尚、図８に示す発光駆動シーケンスでは、サブフィールドＳＦ１～Ｓ
Ｆ１２各々のサスティン行程Ｉに割り当てられている放電発光期間の比は、
        ＳＦ１：２１
        ＳＦ２：２６
        ＳＦ３：３７
        ＳＦ４：４９
        ＳＦ５：６２
        ＳＦ６：７６
        ＳＦ７：９０
        ＳＦ８：１０４
        ＳＦ９：１１８
        ＳＦ１０：１３２
        ＳＦ１１：１４６
        ＳＦ１２：１６２
　である。
【００４２】
　又、図８に示す発光駆動シーケンスでは、各フィールド内において、サブフィールドＳ
Ｆ１～ＳＦ１２の各々を下記の如き順に実行するようにしている。
【００４３】
        ＳＦ９
        ＳＦ７
        ＳＦ４
        ＳＦ１０
        ＳＦ８
        ＳＦ２
        ＳＦ１１
        ＳＦ５
        ＳＦ３
        ＳＦ１２
        ＳＦ６
        ＳＦ１
　ここで、サブフィールドＳＦ９、ＳＦ７及びＳＦ４が第１のサブフィールド群ＳＦＧ１
を形成し、ＳＦ１０、ＳＦ８及びＳＦ２が第２のサブフィールド群ＳＦＧ２を形成し、Ｓ
Ｆ１１、ＳＦ５及びＳＦ３が第３のサブフィールド群ＳＦＧ３を形成し、ＳＦ１２、ＳＦ
６及びＳＦ１が第４のサブフィールド群ＳＦＧ４を形成する。この際、サブフィールド群
ＳＦＧ１～ＳＦＧ４各々内において、サスティン行程Ｉにて生起されるサスティン放電発
光の合計期間は、夫々、
        ＳＦＧ１：２５７（＝１１８＋９０＋４９）
        ＳＦＧ２：２６２（＝１３２＋１０４＋２６）
        ＳＦＧ３：２４５（＝１４６＋６２＋３７）
        ＳＦＧ４：２５９（＝１６２＋７６＋２１）
　である。
【００４４】
　つまり、１フィールドを４分割した際の先頭期間（ＳＦＧ１）～終了期間（ＳＦＧ４）
各々において、サスティン放電の合計期間が略均一となっているのである。更に、これら
ＳＦＧ１～ＳＦＧ４各々内では、サスティン行程Ｉに割り当てられている放電発光期間が
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多い順にサブフィールドを配置するようにしている。
【００４５】
　そして、図６に示す発光駆動シーケンスと同様に、各サブフィールド群ＳＦＧ１～ＳＦ
Ｇ４の先頭のサブフィールド、つまり、ＳＦ９、ＳＦ１０、ＳＦ１１及びＳＦ１２各々に
おいて、アドレス行程Ｗに先立ち、リセット行程Ｒを実行する。尚、リセット行程Ｒでの
動作は図６及び図７に示されるものと同一である。
【００４６】
　図９及び図１０は、図８に示す発光駆動シーケンスに基づく発光駆動パターンを示す図
である。
【００４７】
　尚、図９及び図１０において、二重丸の付されているサブフィールドＳＦでは、このサ
ブフィールドのアドレス行程Ｗにて書込アドレス放電が生起され、放電セルが点灯モード
に設定されることを示している。又、二重丸又は白丸印の付されているサブフィールドＳ
Ｆでは、このサブフィールドＳＦのサスティン行程Ｉにてサスティン放電に伴う発光が生
起されることを示している。例えば、図９に示す第９階調駆動によれば、サブフィールド
ＳＦ１～ＳＦ１２の内のＳＦ４、ＳＦ２、ＳＦ３及びＳＦ１各々のサスティン行程Ｉにて
、夫々のサブフィールドに対応した期間だけサスティン放電に伴う発光が繰り返し為され
る。この際、ＳＦ４では４９回、ＳＦ２では２６回、ＳＦ３では３７回、ＳＦ１では２１
回分のサスティン放電が夫々為され、これらの合計期間「１３３」に対応した輝度が視覚
されることになる。
【００４８】
　従って、図９及び図１０に示す発光駆動パターンによれば、視覚上における輝度レベル
「２１」～「１０２３」なる範囲を７０段階にて表現する、いわゆる７０階調分の中間輝
度表示が可能となる。
【００４９】
　ここで、図８～図１０に示す駆動によれば、放電セルを点灯モードから消灯モードに変
更することが可能な機会は、サブフィールド群ＳＦＧ１～ＳＦＧ４各々内の先頭のサブフ
ィールドＳＦ９、ＳＦ１０、ＳＦ１１及びＳＦ１２のリセット行程Ｒだけである。従って
、各サブフィールド群ＳＦＧ内では、３つのサブフィールドの内のいずれか１のアドレス
行程Ｗにおいて放電セルが点灯モードに設定されると、それ以降、このサブフィールド群
ＳＦＧ内の最終サブフィールドまで点灯モードが維持される。
【００５０】
　この際、図９及び図１０に示す如く、互いに隣接する階調間において放電セルの状態（
点灯モード又は消灯モード）が反転する個数は、サブフィールドＳＦ１～ＳＦ１２内にお
いて最大で７個（例えば、第３０階調及び第３１階調間）、つまり８個より少ない。よっ
て、互いに隣接する階調間において、全てのサブフィールドＳＦ１～ＳＦ１２にて放電セ
ルの状態が反転する（つまり、反転の個数が１２個となる）発光駆動パターンを有する駆
動方法に比して動画疑似輪郭を抑制することができる。　更に、図８～図１０に示す駆動
では、サブフィールド群ＳＦＧ１～ＳＦＧ４各々内でのサスティン放電の合計期間を略同
一にしてある。よって、１フィールド表示期間を３分割した際の先頭期間（ＳＦＧ１）、
第１中間期間（ＳＦＧ２）、第２中間期間（ＳＦＧ３）、終了期間（ＳＦＧ４）各々での
視覚輝度が略均一となるので、フリッカを抑制した良好な画像表示が為されるようになる
。
【００５１】
　以上の如く、図８～図１０に基づく駆動においては、フリッカ及び動画疑似輪郭を抑制
しつつも、１２個のサブフィールドで７０階調分の中間輝度表示が為されるようになる。
よって、動画疑似輪郭を抑制すべくＮ個のサブフィールドで（Ｎ＋１）階調の中間輝度表
示を行うようにした、図２及び図４に示す如き駆動方法を採用した場合に比して、輝度階
調数を増やすことが可能となる。従って、誤差拡散処理、ディザ処理等の多階調化処理に
よる階調増加数を低く抑えることが可能となるので、その分だけ表示画像中のノイズが抑
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制される。
【００５２】
　尚、上記実施例においては、サブフィールド法に基づきＰＤＰ１０を駆動するにあたり
、画素データに応じて選択的に各放電セル内に壁電荷を形成させるようにした、いわゆる
選択書込アドレス法を採用した場合について説明した。しかしながら、本発明は、予め全
ての放電セル内に壁電荷を形成させておき、画素データに応じて選択的に放電セル内に残
存する壁電荷を消去する、いわゆる選択消去アドレス法を採用した駆動にも同様に適用可
能である。
【実施例３】
【００５３】
　図１１は、本発明の実施例３による選択消去アドレス法に基づく発光駆動シーケンスを
示す図である。
【００５４】
　図１１に示す発光駆動シーケンスは、選択消去アドレス法に基づく発光駆動シーケンス
である。かかる発光駆動シーケンスにおいては、１フィールドを構成する１２個のサブフ
ィールドＳＦ１～ＳＦ１２各々で、アドレス行程Ｗ０及びサスティン行程Ｉを実行する。
アドレス行程Ｗ０では、アドレスドライバ２０、Ｙ電極ドライバ３０、Ｘ電極ドライバ４
０及び駆動制御回路５０からなるパネル駆動部が、入力映像信号に基づく画素駆動データ
に応じてＰＤＰ１０の各放電セルに対して選択的に消去アドレス放電を生起させる。かか
る消去アドレス放電により放電セル内に形成されていた壁電荷が消滅（中和）し、この放
電セルは消灯モードに設定される。一方、消去アドレス放電の生起されなかった放電セル
は、その直前までの状態（点灯モード又は消灯モード）を維持する。つまり、アドレス行
程Ｗ０によれば、各放電セルは、上記画素駆動データに応じて点灯モード又は消灯モード
のいずれか一方に設定されるのである。又、各サスティン行程Ｉにおいて上記パネル駆動
部は、このサスティン行程Ｉが属するサブフィールドＳＦに予め割り当てられている期間
だけ上記点灯モードに設定されている放電セルのみを繰り返しサスティン放電発光させる
。この際、サブフィールドＳＦ１～ＳＦ１２各々のサスティン行程Ｉに割り当てられてい
る放電発光期間の比は、
        ＳＦ１：２１
        ＳＦ２：２６
        ＳＦ３：３７
        ＳＦ４：４９
        ＳＦ５：６２
        ＳＦ６：７６
        ＳＦ７：９０
        ＳＦ８：１０４
        ＳＦ９：１１８
        ＳＦ１０：１３２
        ＳＦ１１：１４６
        ＳＦ１２：１６２
　である。
【００５５】
　又、図１１に示す発光駆動シーケンスでは、各フィールド内において、サブフィールド
ＳＦ１～ＳＦ１２の各々を下記の如き順に配置している。
【００５６】
        ＳＦ１
        ＳＦ６
        ＳＦ１２
        ＳＦ３
        ＳＦ５



(11) JP 4385121 B2 2009.12.16

10

20

30

40

50

        ＳＦ１１
        ＳＦ２
        ＳＦ８
        ＳＦ１０
        ＳＦ４
        ＳＦ７
        ＳＦ９
　ここで、サブフィールドＳＦ１、ＳＦ６及びＳＦ１２が第１のサブフィールド群ＳＦＧ
１を形成し、ＳＦ３、ＳＦ５及びＳＦ１１が第２のサブフィールド群ＳＦＧ２を形成し、
ＳＦ２、ＳＦ８及びＳＦ１０が第３のサブフィールド群ＳＦＧ３を形成し、ＳＦ４、ＳＦ
７及びＳＦ９が第４のサブフィールド群ＳＦＧ４を形成する。この際、サブフィールド群
ＳＦＧ１～ＳＦＧ４各々内において、サスティン行程Ｉにて生起されるサスティン放電発
光の合計期間は、夫々、
        ＳＦＧ１：２５９（＝２１＋７６＋１６２）
        ＳＦＧ２：２４５（＝３７＋６２＋１４６）
        ＳＦＧ３：２６２（＝２６＋１０４＋１３２）
        ＳＦＧ４：２５７（＝４９＋９０＋１１８）
　である。
【００５７】
　つまり、１フィールドを４分割した際の先頭期間（ＳＦＧ１）～終了期間（ＳＦＧ４）
各々において、サスティン放電の合計期間が略均一となっているのである。
【００５８】
　そして、図１１に示す発光駆動シーケンスにおいては、サブフィールド群ＳＦＧ１～Ｓ
ＦＧ４各々の先頭のサブフィールドにおいてアドレス行程Ｗ０に先立ち、リセット行程Ｒ
０を実行する。かかるリセット行程Ｒ０において、パネル駆動部は、全ての放電セルにリ
セット放電を生起させ、全放電セル内に所望量の壁電荷を形成させる。これにより、全て
の放電セルは点灯モードに初期化される。又、図１１に示す発光駆動シーケンスでは、サ
ブフィールド群ＳＦＧ１～ＳＦＧ４各々の最後尾のサブフィールドにおいて、サスティン
行程Ｉの直後に消去行程Ｅを実行する。消去行程Ｅにおいて、パネル駆動部は、全ての放
電セルに消去放電を生起させて放電セル内に残留する壁電荷を消滅させる。
【００５９】
　図１２及び図１３は、図１１に示す発光駆動シーケンスに基づく発光駆動パターンを示
す図である。
【００６０】
　尚、図１２及び図１３において、三角印の付されているサブフィールドＳＦでは、この
サブフィールドのアドレス行程Ｗ０にて消去アドレス放電が生起され、放電セルが消灯モ
ードに設定されることを示している。又、白丸印の付されているサブフィールドＳＦでは
、このサブフィールドＳＦのサスティン行程Ｉにてサスティン放電が生起されることを示
している。例えば、図１２に示す第９階調駆動によれば、サブフィールドＳＦ１～ＳＦ１
２の内のＳＦ１、ＳＦ３、ＳＦ２及びＳＦ４各々のサスティン行程Ｉにて、夫々のサブフ
ィールドに対応した期間だけサスティン放電に伴う発光が繰り返し為される。この際、Ｓ
Ｆ１では２１回、ＳＦ３では３７回、ＳＦ２では２６回、ＳＦ４では４９回分のサスティ
ン放電が夫々為され、これらの合計期間「１３３」に対応した輝度が視覚されることにな
る。
【００６１】
　従って、図１２及び図１３に示す発光駆動パターンによれば、視覚上における輝度レベ
ル「２１」～「１０２３」なる範囲を７０段階にて表現する、いわゆる７０階調分の中間
輝度表示が可能となる。
【００６２】
　ここで、図１１～図１３に示す駆動によれば、放電セルを消灯モードから点灯モードに
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変更することが可能な機会は、サブフィールド群ＳＦＧ１～ＳＦＧ４各々の内の先頭のサ
ブフィールドＳＦ１、ＳＦ３、ＳＦ２及びＳＦ４のリセット行程Ｒ０だけである。従って
、各サブフィールド群ＳＦＧ内では、３つのサブフィールドの内のいずれか１のアドレス
行程Ｗ０において放電セルが消灯モードに設定されると、それ以降、このサブフィールド
群ＳＦＧ内の最終サブフィールドまで消灯モードが維持される。
【００６３】
　この際、図１２及び図１３に示す如く、互いに隣接する階調間において放電セルの状態
（点灯モード又は消灯モード）が反転する個数は、サブフィールドＳＦ１～ＳＦ１２内に
おいて最大で７個（例えば、第３０階調及び第３１階調間）、つまり８個より少ない。よ
って、互いに隣接する階調間において、全てのサブフィールドＳＦ１～ＳＦ１２にて放電
セルの状態が反転する（つまり、反転の個数が１２個となる）発光駆動パターンを有する
駆動方法に比して動画疑似輪郭を抑制することができる。
【００６４】
　更に、図１１～図１３に示す駆動では、サブフィールド群ＳＦＧ１～ＳＦＧ４各々内で
のサスティン放電の合計期間を略同一にしてある。よって、１フィールド表示期間を３分
割した際の先頭期間（ＳＦＧ１）、第１中間期間（ＳＦＧ２）、第２中間期間（ＳＦＧ３
）、終了期間（ＳＦＧ４）各々での視覚輝度が略均一となるので、フリッカを抑制した良
好な画像表示が為されるようになる。
【００６５】
　以上の如く、選択消去アドレス法を採用した駆動時においても、フリッカ及び動画疑似
輪郭を抑制しつつも、１２個のサブフィールドで７０階調分の中間輝度表示を実施するこ
とができる。よって、動画疑似輪郭を抑制すべくＮ個のサブフィールドで（Ｎ＋１）階調
の中間輝度表示を行うようにした、図２及び図４に示す如き駆動方法を採用した場合に比
して、輝度階調数を増やすことが可能となる。従って、誤差拡散処理、ディザ処理等の多
階調化処理による階調増加数を低く抑えることが可能となるので、その分だけ表示画像中
のノイズが抑制される。
【実施例４】
【００６６】
　図１４は、本発明の実施例４による選択書込アドレス法に基づく発光駆動シーケンスを
示す図である。
【００６７】
　図１４に示す発光駆動シーケンスでは、１フィールドを構成する１２個のサブフィール
ドＳＦ１～ＳＦ１２各々において、アドレス行程Ｗ及びサスティン行程Ｉを夫々実行する
。この際、アドレス行程Ｗ及びサスティン行程Ｉ各々での動作は、図６及び図７に示され
るものと同一である。尚、図１４に示す発光駆動シーケンスでは、サブフィールドＳＦ１
～ＳＦ１２各々のサスティン行程Ｉに割り当てられている放電発光期間の比は、
        ＳＦ１：９
        ＳＦ２：１０
        ＳＦ３：１９
        ＳＦ４：２９
        ＳＦ５：４８
        ＳＦ６：６０
        ＳＦ７：６６
        ＳＦ８：８６
        ＳＦ９：１４０
        ＳＦ１０：１４６
        ＳＦ１１：２０４
        ＳＦ１２：２６４
　である。
【００６８】
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　又、図１４に示す発光駆動シーケンスでは、各フィールド内において、サブフィールド
ＳＦ１～ＳＦ１２の各々を下記の如き順に実行するようにしている。
【００６９】
        ＳＦ１０
        ＳＦ９
        ＳＦ４
        ＳＦ７
        ＳＦ６
        ＳＦ２
        ＳＦ１１
        ＳＦ５
        ＳＦ３
        ＳＦ１２
        ＳＦ８
        ＳＦ１
　ここで、サブフィールドＳＦ１０、ＳＦ９及びＳＦ４が第１のサブフィールド群ＳＦＧ
１を形成し、ＳＦ７、ＳＦ６及びＳＦ２が第２のサブフィールド群ＳＦＧ２を形成し、Ｓ
Ｆ１１、ＳＦ５及びＳＦ３が第３のサブフィールド群ＳＦＧ３を形成し、ＳＦ１２、ＳＦ
８及びＳＦ１が第４のサブフィールド群ＳＦＧ４を形成する。この際、サブフィールド群
ＳＦＧ１～ＳＦＧ４各々内において、サスティン行程Ｉにて生起されるサスティン放電発
光の合計期間は、夫々、
        ＳＦＧ１：３１５（＝１４６＋１４０＋２９）
        ＳＦＧ２：１３６（＝６６＋６０＋１０）
        ＳＦＧ３：２７１（＝２０４＋４８＋１９）
        ＳＦＧ４：３５９（＝２６４＋８６＋９）
　である。
【００７０】
　そして、図６に示す発光駆動シーケンスと同様に、各サブフィールド群ＳＦＧ１～ＳＦ
Ｇ４の先頭のサブフィールド、つまり、ＳＦ１０、ＳＦ７、ＳＦ１１及びＳＦ１２各々に
おいて、アドレス行程Ｗに先立ち、リセット行程Ｒを実行する。尚、リセット行程Ｒでの
動作は図６及び図７に示されるものと同一である。
【００７１】
　図１５は、図１４に示す発光駆動シーケンスに基づく発光駆動パターンを示す図である
。
【００７２】
　尚、図１５において、二重丸の付されているサブフィールドＳＦでは、このサブフィー
ルドのアドレス行程Ｗにて書込アドレス放電が生起され、放電セルが点灯モードに設定さ
れることを示している。又、二重丸又は白丸印の付されているサブフィールドＳＦでは、
このサブフィールドＳＦのサスティン行程Ｉにてサスティン放電に伴う発光が生起される
ことを示している。
【００７３】
　図１５に示す発光駆動パターンによれば、視覚上における輝度レベル「０」～「１０８
１」なる範囲を３３段階にて表現する、いわゆる３３階調分の中間輝度表示が可能となる
。
【００７４】
　ここで、図１４及び図１５に示す駆動によれば、放電セルを点灯モードから消灯モード
に変更することが可能な機会は、サブフィールド群ＳＦＧ１～ＳＦＧ４各々内の先頭のサ
ブフィールドのリセット行程Ｒだけである。従って、各サブフィールド群ＳＦＧ内では、
３つのサブフィールドの内のいずれか１のアドレス行程Ｗにおいて放電セルが点灯モード
に設定されると、それ以降、このサブフィールド群ＳＦＧ内の最終サブフィールドまで点
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【００７５】
　この際、図１５に示す如く、互いに隣接する階調間において放電セルの状態（点灯モー
ド又は消灯モード）が反転する個数は、サブフィールドＳＦ１～ＳＦ１２内において最大
で４個（例えば、第１７階調及び第１８階調間）、つまり５個より少ない。よって、互い
に隣接する階調間において、全てのサブフィールドＳＦ１～ＳＦ１２にて放電セルの状態
が反転する（つまり、反転の個数が１２個となる）発光駆動パターンを有する駆動方法に
比して動画疑似輪郭を抑制することができる。
【００７６】
　図１４及び図１５に基づく駆動によれば、動画疑似輪郭を抑制しつつも、１２個のサブ
フィールドで３３階調分の中間輝度表示が為されるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】プラズマディスプレイ装置の概略構成を示す図である。
【図２】図１に示されるＰＤＰ１０を発光駆動する発光駆動シーケンスを示す図である。
【図３】図２に示される発光駆動シーケンスに従ってＰＤＰ１０に印加される各種駆動パ
ルスを示す図である。
【図４】図２に示される発光駆動シーケンスに基づく発光駆動パターンを示す図である。
【図５】本発明の駆動方法に従ってプラズマディスプレイパネルに対する駆動を行うプラ
ズマディスプレイ装置の構成を示す図である。
【図６】本発明の実施例１による発光駆動シーケンスを示す図である。
【図７】図６に示される発光駆動シーケンスに基づく発光駆動パターンの一例を示す図で
ある。
【図８】本発明の実施例２による発光駆動シーケンスを示す図である。
【図９】図８に示される発光駆動シーケンスに基づく発光駆動パターンの一例を示す図で
ある。
【図１０】図８に示される発光駆動シーケンスに基づく発光駆動パターンの一例を示す図
である。
【図１１】本発明の実施例３による発光駆動シーケンスを示す図である。
【図１２】図１１に示される発光駆動シーケンスに基づく発光駆動パターンの一例を示す
図である。
【図１３】図１１に示される発光駆動シーケンスに基づく発光駆動パターンの一例を示す
図である。
【図１４】本発明の実施例４による発光駆動シーケンスを示す図である。
【図１５】図１４に示される発光駆動シーケンスに基づく発光駆動パターンの一例を示す
図である。
【符号の説明】
【００７８】
１０　　ＰＤＰ
２０　　アドレスドライバ
３０　　Ｙ電極ドライバ
４０　　Ｘ電極ドライバ
５０　　駆動制御回路
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】
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